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GREIによる香辛料および栄養補助食品の内部被曝低減効果の評価
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【目的】原子力発電所の事故等により､環境中-放出された 137cs,131Ⅰ,90srを含む

放射性核種が大気､水圏のみならず食品にも混入 し､これらの摂取による内部被

曝の問題が懸念されている｡そのため､内部被曝低減のための排壮促進､環境浄

化法の探索は喫緊の課題 となっている｡一方､香辛料や栄養補助食品は種々の生

理作用を有するが､演者 らは､カブサイシン(Cap)､クルクミン(Cur)､およびロ

ーヤルゼ リー(RJ)の代謝促進や抗酸化などの生理作用に着目し､これらの摂取に

よる放射性核種の分布 ･排壮-の影響を明らかにするために､放射性核種の体内

動態の変化の解析を行った｡

【方法】cap,Cur,またはRJをそれぞれ 1週間経口投与した BALB/Cマウスに､

137cs,131Ⅰ,85srを尾静脈内投与し､6時間後に屠殺して解剖を行い､高純度ゲルマ

ニウム半導体検出器により各組織に含まれる放射能 (%ID/g;単位重量当たりに含

まれる放射能)を測定した｡さらに､137cs,131Ⅰ,85sr投与後 8時間の体内動態の変

化について､複数の分子を同時にイメージングできるGREI(Gamma-RayEmission

lmaging)装置を用いてリアルタイムイメージングを行った｡

【結果】cap投与群および Cur投与群では､ほとんどの臓器において､放射能集

積が増加する傾向となり､Capおよび Curは内部被曝低減効果が低いことが示唆
された｡一方､RJ投与群では､体内放射能が減少 し､排浬が促進される傾向とな

った｡特に甲状腺では､13-Ⅰの蓄積が 1/140(投与群:4.59±3.46%ID/g;対照群:

630±390%ID/g,p<0.05)となった｡以上の結果は､RJが内部被曝低減効果を有
することを示唆した｡


